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コ
ラ
ム

ネモフィラ咲く花の都公園から、富士山（山梨県山
やま

中
なか

湖
こ

村
むら

）

山中湖村にある富士山に一番近い
湖のほとり、標高1000mの高原に
ある花の都公園。30万㎡の敷地を
四季折々の花々で埋め尽くし、鮮や
かな色彩と豊かな自然が湖畔をドラ
マチックに演出。例年 5月上旬から
6月中旬にかけて、ネモフィラが見
頃を迎える。富士山を背景に、青い
ネモフィラが畑一面に咲き誇る様子
は見ごたえがある。

写真キャプション

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
と
世
界
的
流

行
と
長
期
化
。
私
た
ち
の
社
会
と
世
界
は
ど
う
な
っ

て
し
ま
う
の
か
。
誰
も
が
大
き
な
不
安
を
抱
え
た
ま

ま
、
そ
の
呪
縛
か
ら
脱
け
出
せ
ず
に
悩
み
苦
し
ん
で

い
る
。
私
が
身
近
で
見
聞
き
す
る
印
象
で
は
、
企
業

社
会
を
生
き
て
き
た
人
々
、
と
り
わ
け
都
市
居
住
者

の
苦
し
み
が
大
き
い
と
感
じ
て
い
る
。
皆
、
異
口
同

音
に
「
こ
れ
か
ら
も
、
こ
こ
で
暮
ら
し
て
い
け
る
だ

ろ
う
か
」
と
、
都
市
で
生
き
て
い
く
不
安
を
口
に
す

る
。
私
は
そ
う
し
た
人
々
に
対
し
て
「
都
市
だ
け
が

人
間
の
生
き
る
場
所
で
は
な
い
。
日
本
の
農
山
漁
村

を
、
あ
な
た
の
第
二
の
人
生
の
場
、
新
し
い
生
活
の

場
と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
か
」と
問
い
か
け
て
い
る
。

今
か
ら
1
5
0
年
前
の
明
治
の
初
め
、
日
本
の
人

口
は
3
、
0
0
0
万
人
ほ
ど
で
、
そ
の
90
％
は
村
に
住

ん
で
い
た
。
村
の
平
均
規
模
は
戸
数
60
～
70
戸
、
人

口
3
7
0
人
前
後
。
そ
ん
な
村
が
明
治
21
年
に

７１

、3
1
4
も
あ
っ
た
。
城
下
町
を
土
台
に
し
た

武
士
や
商
人
の
人
口
は
1
割
ほ
ど
で
、
い
わ
ば
近
代

日
本
は
小
さ
な
村
の
集
ま
り
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
の
合
併
を

経
て
1
、7
0
0
余
り
の
市
町
村
に
統
合
さ
れ
た
が
、

そ
れ
は
う
わ
べ
だ
け
の
こ
と
で
、
生
活
の
基
盤
で
あ

る
原
型
と
し
て
の
家
族
の
村
は
、
戸
数
・
人
口
と
も

に
減
少
し
た
と
は
い
え
、
そ
の
95
％
が
今
も
生
き

残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
約
1
3
0
年
を
経
て
、
な

お
持
続
可
能
な
村
と
は
何
か
。
村
を
村
た
ら
し
め
た

力
と
は
何
か
。
そ
れ
を
問
わ
ず
に
、
お
手
軽
な
統
計

数
値
だ
け
で
、人
間
及
び
家
族
が
生
き
暮
ら
す
「
器
」

と
し
て
の
集
落
や
地
域
の
あ
り
よ
う
を
判
断
し
て
は

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

私
は
こ
の
30
年
近
く
、
東
北
を
中
心
に
多
く
の
農

山
漁
村
集
落
を
た
ず
ね
ま
わ
り
、
そ
の
土
地
を
懸
命

に
生
き
て
き
た
人
々
か
ら
、
村
を
生
き
る
た
め
の
大

切
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
て
き
た
。
い
ま
、
行
き

詰
る
コ
ロ
ナ
危
機
の
現
状
を
み
な
が
ら
、
何
百
年
も

人
間
の
生
活
と
人
生
の
場
だ
っ
た
日
本
の
村
に
向
き

合
い
学
べ
！
と
言
い
た
い
。
そ
こ
に
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

社
会
に
と
っ
て
大
切
な
知
恵
と
ヒ
ン
ト
が
眠
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。も
う
一
度
、日
本
の
小
さ
な
村
々

か
ら
学
ぶ
時
代
が
や
っ
て
来
つ
つ
あ
る
。

民
俗
研
究
家

結ゆ
う

城き

　
登と

美み

雄お

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
村
か
ら
学
ぶ

「
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
成
立
に
つ
い
て
��
�
�
�
�
⑵

林
業
の
再
生
へ
向
け
て
＝
徳
島
県
那
賀
町
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
⑹

町
村
ご
当
地
キ
ャ
ラ
じ
ま
ん
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
⑽

「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
推
進
地
域
及
び

「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
モ
デ
ル
地
域
等
を
募
集
し
ま
す
！
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑾

「
住
み
た
い
町
、
行
き
た
い
町
」
を
目
指
し
��
�
�
�
�
兵
庫
県
上
郡
町
長　

遠
山　

寛
…
⑿
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１１　

は
じ
め
に

　

は
じ
め
に

本
年
４
月
１
日
、「
過
疎
地
域
の
持
続

的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

（
以
下
「
新
過
疎
法
」
と
い
う
。）
が
施
行

さ
れ
た
。
新
過
疎
法
は
、
過
疎
地
域
自
立

促
進
特
別
措
置
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い

う
。）
が
本
年
３
月
末
日
で
失
効
す
る
こ

と
に
伴
い
、
引
き
続
き
過
疎
対
策
を
講
じ

る
た
め
、
全
会
一
致
の
議
員
立
法
に
よ
り

制
定
さ
れ
た
法
律
で
あ
る
。
改
め
て
、
立

法
作
業
に
携
わ
ら
れ
た
各
党
各
会
派
の
国

会
議
員
の
先
生
方
、
法
制
定
に
向
け
て
大

変
な
熱
意
を
も
っ
て
ご
尽
力
さ
れ
た
過
疎

関
係
市
町
村
の
首
長
は
じ
め
関
係
者
の
皆

様
に
敬
意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

新
過
疎
法
の
内
容
は
、
既
に
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
新

過
疎
概
要
資
料
の
掲
載
（
資
料
１
）
に
と

ど
め
、
本
稿
で
は
新
過
疎
法
の
施
行
に
際

し
て
ご
留
意
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
中
心

に
述
べ
た
い
。
な
お
、
文
中
意
見
に
わ
た

る
部
分
は
、
筆
者
の
私
見
で
あ
る
。

２２　

新
過
疎
法
の
趣
旨

　

新
過
疎
法
の
趣
旨

過
疎
法
に
基
づ
く
措
置
は
、
市
町
村
の

広
範
か
つ
自
主
的
な
取
組
に
対
す
る
手
厚

い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
こ
と
か
ら
、

「
過
疎
地
域
＝
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
単
独
事

資
料
１

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法 概要 

 「過疎地域自立促進特別措置法」（旧法）が令和３年３月末で期限を迎えたため、過疎地域について、総合的かつ計画的な対策を実施するための新たな

法律を制定 

１１．．前前文文・・目目的的  （（11条条））  

 ・過疎地域の役割、課題、目指す姿を前文で明らかにするとともに、 

 法の目的を「過疎地域の持続的発展」に見直し 

  

２２．．過過疎疎地地域域のの要要件件  （（22条条、、33条条、、4411条条～～4433条条））  

 市町村毎に、「人口要件」及び「財政力要件」で判定 

    ＜＜見見直直ししののポポイインントト＞＞  

 ・長期の人口減少率の基準年の見直し（昭和35年→昭和50年） 

 ・財政力が低い市町村に対する長期の人口減少率要件の緩和（28％→23％） 

 ・平成の合併による合併市町村の「一部過疎」の要件設定 

  （財政力指数は市町村平均（0.51）以下ではなく市平均（0.64）以下） 

 ・旧法の過疎地域を対象に、長期の人口減少率の基準年（昭和35年） 

  の併用、「みなし過疎」の継続措置 

  

  

  

  

  

   ※令和２年及び令和７年国勢調査の結果に応じ、追加公示を実施 

  

３３．．卒卒業業団団体体へへのの経経過過措措置置  （（附附則則44条条～～88条条））  

 ・期間を６年間（財政力が低い団体は７年間）に延長（旧法：５年間） 

 ・対象に国税の特例及び地方税の減収補塡措置を追加 

  （旧法：国庫補助、過疎対策事業債、都道府県代行） 

趣趣旨旨  

＜過疎地域の増減＞ 

令和3年3月31日時点              ８１７団体 

 うち、卒業団体                 －）４５団体 

新規団体                        ＋）４８団体 

令和3年4月1日時点                      ８２０団体 

４４．．過過疎疎対対策策のの目目標標  （（44条条））  

 ・目標の項目の追加（人材の確保・育成、情報通信技術の活用、再生可能エネ

ルギーの利用推進等） 

  

５５．．支支援援措措置置  （（1122条条～～4400条条））  

 ・・国国税税のの特特例例・・地地方方税税のの減減収収補補塡塡措措置置  

   業種に「情報サービス業等」を追加、新増設以外の改築、修繕等を追加 

 ・・都都道道府府県県代代行行（（基基幹幹道道路路、、公公共共下下水水道道））  

   基幹道路に関し、都道府県が市町村から負担金を徴収できることを明確化 

  ・・配配慮慮措措置置  

   市町村からの提案があったときの規制の見直しの配慮など配慮措置を充実 

  ・・過過疎疎対対策策事事業業債債  

   ハード事業、ソフト事業を対象とした地方債措置を継続 

  ・・国国庫庫補補助助率率ののかかささ上上げげ  

   公立小中学校、保育所等に関する国庫補助率のかさ上げを継続 

  

６６．．そそのの他他  （（66条条、、88条条、、99条条、、4455条条））  

 ・都道府県の責務を規定（広域施策、市町村に対する人的・技術的援助等） 

 ・市町村・都道府県計画記載事項の追加（目標、計画の達成状況の評価等） 

 ・主務大臣の追加（文部科学、厚生労働、経済産業及び環境の各大臣） 

  

７７．．施施行行期期日日  ((附附則則11条条）） 

令和３年４月１日 ※令和13年３月31日まで10年間の時限 

「過疎地域の持続的発展の支援に「過疎地域の持続的発展の支援に
関する特別措置法」成立について関する特別措置法」成立について

総務省過疎対策室長　梶　元伸総務省過疎対策室長　梶　元伸

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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業
に
有
利
な
財
源
が
使
え
る
市
町
村
」
と

い
う
指
摘
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、

筆
者
と
し
て
は
、国
会
議
員
の
先
生
方
は
、

特
定
の
市
町
村
を
税
財
政
上
優
遇
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
新
過
疎
法
を
立
案
さ
れ

た
訳
で
は
な
い
と
受
け
止
め
て
い
る
。

新
過
疎
法
は
、
過
疎
地
域
の
役
割
が
重

要
で
あ
る
一
方
で
喫
緊
の
課
題
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
過
疎
地
域
の
自
立
に
向
け
て
、

「
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
形
成
及
び
地

域
資
源
等
を
活
用
し
た
地
域
活
力
の
更
な

る
向
上
」（
＝
持
続
的
発
展
）
を
実
現
す

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
問
題
意
識
に
立
っ

た
上
で
（
新
過
疎
法
前
文
。
過
疎
法
に
前

文
が
盛
り
込
ま
れ
た
の
は
初
め
て
で
あ

り
、
本
稿
に
掲
載
は
し
な
い
が
、
ご
一
読

を
お
勧
め
し
た
い
。）、
人
口
減
少
率
及
び

財
政
状
況
が
特
に
厳
し
い
地
域
を
過
疎
地

域
と
し
（
３
参
照
）、
当
該
過
疎
地
域
が
、

持
続
的
発
展
に
関
す
る
目
標
を
設
け
た
計

画
を
作
成
し
計
画
に
基
づ
き
達
成
状
況
を

評
価
し
な
が
ら
過
疎
対
策
に
取
り
組
む
場

合
に
、
10
年
間
に
限
り
、
過
疎
債
を
は
じ

め
と
す
る
特
別
措
置
を
講
じ
る
内
容
で
あ

る
。我

が
国
全
体
が
人
口
減
少
と
な
る
中

で
、
す
べ
て
の
市
町
村
が
人
口
減
少
対
策

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
を
支
援
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
（
例
え
ば
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
や
移
住
支
援
金
な
ど
一
連
の
地

方
回
帰
支
援
策
）
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

中
、
新
過
疎
法
は
、
客
観
指
標
を
用
い
て

全
国
共
通
の
基
準
に
よ
り
特
に
厳
し
い
環

境
に
あ
る
地
域
を
過
疎
地
域
と
し
、
過
疎

地
域
が
、
持
続
的
発
展
を
通
じ
て
自
立
に

向
か
う
こ
と
を
促
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
過
疎
地
域
は
、
特
別
措
置

の
活
用
を
通
じ
て
人
口
減
少
の
緩
和
や
税

源
の
涵
養
に
取
り
組
み
、
非
過
疎
地
域
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
。
新
過
疎
法
は
、
過
疎
地
域
を
優
遇

す
る
た
め
の
法
律
で
は
な
く
、
過
疎
地
域

が
非
過
疎
地
域
と
な
る
た
め
の
取
組
を
支

援
す
る
た
め
の
法
律
と
考
え
る
べ
き
で
あ

る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
、
新
過
疎
法
と
同

時
に
衆
議
院
及
び
参
議
院
の
総
務
委
員
会

に
お
い
て
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
決
議

は
、
政
府
に
対
し
、
過
疎
地
域
の
市
町
村

が
、非
過
疎
地
域
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

地
域
活
性
化
等
の
取
組
を
積
極
的
に
推
進

す
る
よ
う
新
過
疎
法
の
趣
旨
を
周
知
す
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
。）。

ま
た
、
過
疎
地
域
の
要
件
を
満
た
さ
な

く
な
っ
た
市
町
村
（
い
わ
ゆ
る
「
卒
業
団

体
」）
に
つ
い
て
は
、
期
間
及
び
内
容
に

お
い
て
従
来
よ
り
も
手
厚
い
経
過
措
置
が

講
じ
ら
れ
て
お
り
、
経
過
措
置
の
期
間
内

は
、
過
疎
地
域
と
同
様
に
計
画
を
策
定
し

て
持
続
的
発
展
を
目
指
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
る
。
総
務
省
に
お
い
て
も
丁
寧
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

過疎地域の要件 

種類 指標 
基本的な要件（第２条） 

期間 基準値 

人口要件（長期①） 
 

人口減少率 
（長期） 

S50→H27 
（40年間） 

人口減少団体平均 
（28％以上減少※１） 

人口要件（長期②） 高齢者比率 H27 同上 （35％以上） 

若年者比率 H27 同上 （11％以下） 

人口減少率 
（長期） 

S50→H27 
（40年間） 

23％以上減少 

人口要件（中期） 
人口減少率 
（中期） 

H2→H27 
（25年間） 

人口減少団体平均 
（21％以上減少） 

財政力要件 
 

財政力指数 H29～R元 
全市町村平均 
（0.51以下） 

・高齢者比率又は若年者比率を満た
す場合、人口減少率の基準値を緩和 

・25年間の人口増加率10％以上除く 

１．全部過疎（人口要件（長期①、長期②、中期のいずれか）、かつ、財政力要件を満たす） 

・25年間の人口増加率10％以上除く 

種類 単位 要件 

一部過疎※ 

（第３条） 
合併前の 
旧市町村 

・旧市町村単位で上記の人口要件のいずれかを満たす 
・現在の市町村が財政力要件（財政力指数が全市平均（0.64）以下）を満たす 

みなし過疎※ 

（第42条） 
合併後の 
新市町村 

・旧法で全部過疎又はみなし過疎である市町村について、下記のいずれも満たす（主務省令で規定） 
 【規模要件】  一部過疎区域の人口が1/3以上又は面積が1/2以上 
 【人口要件】  市町村の人口が長期（40年間、55年間）、中期（25年間）いずれも減少 
 【財政力要件】 市町村の財政力指数が0.51以下 

２．法制定前の市町村合併（平成11年４月以降）に係る一部過疎、みなし過疎 

基準年の見直しに伴う 
激変緩和措置（第41条）※２ 

期間 基準値 

S35→H27 
（55年間） 

人口減少団体平均
（40％以上減少） 

H27 同上 （35％以上） 

H27 同上 （11％以下） 

S35→H27 
（55年間） 

30％以上減少 

H29～R元 
全市町村平均 
（0.51以下） 

※１ 財政力指数が全町村平均（0.40）以下の場合、「23％以上減少」に緩和（財政力が低い市町村に対する人口減少率要件の緩和） 
※２ 基準年の見直しに伴う激変緩和措置は、旧法の過疎地域に限り適用。R2、R7国調による過疎地域の追加の際は激変緩和措置は設けない。 

・公営競技収益40億円超除く 

※ R2、R7国調による過疎地域の追加は、一部過疎について行い、みなし過疎の追加は行わない。 

資
料
２
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３３　

過
疎
町
村
数
の
変
動

　

過
疎
町
村
数
の
変
動

新
過
疎
法
に
規
定
さ
れ
た
過
疎
地
域
の

要
件
（
資
料
２
）
を
あ
て
は
め
た
結
果
、

旧
法
下
で
5
3
8
あ
っ
た
過
疎
町
村
の
う

ち
14
町
村
が
卒
業
団
体
と
な
り
、
新
た
に

18
町
村
が
該
当
し
、
新
過
疎
法
施
行
時
点

で
5
42

町
村
が
過
疎
町
村
と
な
っ
た

（
全
町
村
の
58
・
５
％
）。
内
訳
は
、
全
部

過
疎
が
5
0
4
、
一
部
過
疎
が
25
、
み
な

し
過
疎
が
３
で
あ
る
。

４４　　

��

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の

策
定
策
定

過
疎
町
村
が
、
過
疎
法
に
基
づ
く
措
置

の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
都
道
府
県

が
策
定
す
る
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
方
針

に
基
づ
き
、都
道
府
県
と
協
議
し
た
上
で
、

議
会
の
議
決
を
経
て
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画（
以
下「
市
町
村
計
画
」と
い
う
。）

を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
当
面
、
過
疎

町
村
及
び
卒
業
団
体
に
お
い
て
は
、
市
町

村
計
画
の
策
定
が
重
要
課
題
で
あ
ろ
う
。

新
過
疎
法
に
お
い
て
見
直
さ
れ
た
内
容
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
４
月
１
日

付
で
市
町
村
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
の
留

意
事
項
や
作
成
例
を
発
出
し
て
い
る
。

①　

目
標
、
達
成
状
況
の
評
価
の
記
載

過
疎
対
策
の
実
効
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
市
町
村
計
画
の
記
載
事
項
に
、
地
域

の
持
続
的
発
展
に
関
す
る
目
標
及
び
達
成

状
況
の
評
価
に
関
す
る
事
項
が
追
加
さ
れ

た
。
具
体
的
な
目
標
や
評
価
の
内
容
は
町

村
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
非
過
疎
地
域

を
目
指
す
観
点
か
ら
、
人
口
（
自
然
増
減

と
社
会
増
減
の
内
訳
を
含
む
。）
は
必
須

で
は
な
い
か
。
過
疎
町
村
の
中
に
は
社
会

増
に
転
換
し
た
町
村
も
あ
り
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
活
用
な
ど
に
よ
り
社
会
増
減

率
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
特
に
過
疎
債
を
活
用
し
て
実
施

す
る
事
業
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
効
果
検
証
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

②　

産
業
振
興
促
進
事
項
の
記
載

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
を
実
現
す
る

た
め
に
産
業
振
興
が
特
に
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
市
町
村
計
画
の
記
載
事
項
に
、

産
業
の
振
興
を
促
進
す
る
区
域
、
振
興
す

べ
き
業
種
等
が
追
加
さ
れ
た
。
産
業
振
興

促
進
事
項
の
記
載
は
、
減
価
償
却
の
特
例

及
び
地
方
税
の
課
税
免
除
等
に
伴
う
措
置

の
適
用
要
件
と
な
っ
て
い
る
（
６
参
照
）。

③　

他
市
町
村
と
の
連
携
事
項
の
記
載

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
を
図
る
上
で

は
、
複
数
の
市
町
村
の
連
携
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
町
村
計
画
の
記
載
事
項

に
、
他
市
町
村
と
の
連
携
事
項
が
追
加
さ

れ
た
。

④　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
と
の
適
合

過
疎
地
域
に
お
い
て
は
、
施
設
の
計
画

的
な
整
備
の
必
要
性
が
高
く
、
特
に
過
疎

債
に
よ
る
施
設
整
備
に
際
し
て
は
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
町
村
計
画
に
つ
い
て
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
へ
の
適
合
義
務
が
設
け
ら
れ

た
。

⑤　

策
定
後
の
公
表

過
疎
対
策
の
内
容
を
広
く
周
知
す
る
た

め
、
市
町
村
計
画
策
定
後
、
公
表
す
る
こ

と
と
さ
れ
た
。

５５　

過
疎
債

　

過
疎
債

①　

ハ
ー
ド
分

市
町
村
計
画
に
つ
い
て
、
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
へ
の
適
合
義
務
が
課
さ
れ

て
お
り
（
４
④
参
照
）、
過
疎
債
の
活
用

に
あ
た
り
、公
共
施
設
等
の
全
体
の
把
握
、

計
画
的
な
整
備
に
よ
る
財
政
負
担
の
軽

減
・
平
準
化
及
び
そ
の
最
適
な
配
置
の
実

現
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
、
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
る
公
共
施
設
の
統
廃
合
を
伴
う
集
約

化
・
複
合
化
事
業
に
つ
い
て
は
、「
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
特
別
分
」
と
し
て
他

の
事
業
に
優
先
し
て
同
意
等
を
行
う
こ
と

と
さ
れ
た
。

ハ
ー
ド
分
の
対
象
経
費
に
つ
い
て
、
平

成
19
年
４
月
以
後
の
簡
易
水
道
事
業
の
廃

止
等
の
前
に
簡
易
水
道
施
設
で
あ
っ
た
水

道
施
設
並
び
に
民
間
の
へ
き
地
診
療
所
及

び
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
に
対
す
る
補
助

が
追
加
さ
れ
た
。

新
過
疎
法
第
14
条
第
３
項
の
規
定
に
基

づ
く
総
務
大
臣
の
指
定
に
よ
り
、
基
準
財

政
需
要
額
に
算
入
し
な
い
元
利
償
還
と
し

て
「
過
疎
債
を
財
源
と
し
て
設
置
し
た
施

設
に
関
す
る
事
業
の
経
営
に
伴
う
収
入
を

当
該
地
方
債
の
元
利
償
還
に
充
て
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
」
が
追
加
さ
れ
た
。
公
営

企
業
に
係
る
特
別
会
計
で
今
年
度
以
降
に

発
行
さ
れ
る
過
疎
債
に
つ
い
て
は
、
一
般

会
計
で
負
担
す
る
額
を
基
礎
に
基
準
財
政

需
要
額
に
算
入
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

②　

ソ
フ
ト
分

旧
法
同
様
、「
住
民
が
将
来
に
わ
た
り

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
」
の
一
定

の
経
費
に
充
当
で
き
る
。
こ
の
た
め
、「
地

域
の
持
続
的
発
展
に
資
す
る
こ
と
な
く
効

果
が
一
過
性
で
あ
る
事
業
に
要
す
る
経

費
」
は
ソ
フ
ト
分
の
対
象
外
と
さ
れ
た
。

発
行
限
度
額
の
算
式
を
定
め
る
総
務
省

令
が
制
定
さ
れ
、
過
疎
地
域
の
要
件
で
あ

る
財
政
力
指
数
の
基
準
値
の
変
更
が
反
映

さ
れ
る
と
と
も
に
、
合
併
算
定
替
の
適
用

が
終
了
し
た
市
町
村
の
算
定
方
法
が
改
め

ら
れ
た
。
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
に
よ
る
発

行
限
度
額
の
減
少
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
の
激
変
緩
和
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
。
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６６　　

��

減
価
償
却
の
特
例
、
地
方
税
の

減
価
償
却
の
特
例
、
地
方
税
の

課
税
免
除
等
に
伴
う
措
置

課
税
免
除
等
に
伴
う
措
置

所
得
税
及
び
法
人
税
に
係
る
減
価
償
却

の
特
例
に
つ
い
て
、
特
例
の
対
象
事
業
に

「
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
等
」
を
追
加
す
る
こ

と
、
対
象
の
設
備
投
資
を
設
備
の
「
新
増

設
」
か
ら
「
取
得
等
」
に
拡
充
す
る
こ
と
、

取
得
価
額
要
件
を
引
き
下
げ
る
こ
と
、
産

業
振
興
促
進
事
項
を
記
載
し
た
市
町
村
計

画
の
策
定
を
適
用
要
件
と
す
る
こ
と
、
減

価
償
却
の
方
式
を
特
別
償
却
か
ら
割
増
償

却
に
改
組
す
る
こ
と
等
の
見
直
し
を
行
っ

た
う
え
で
、
適
用
期
間
が
３
年
間
延
長
さ

れ
た
。

地
方
税
の
課
税
免
除
等
に
伴
う
地
方
交

付
税
に
よ
る
減
収
補
填
措
置
に
つ
い
て
は

減
価
償
却
の
特
例
と
同
様
の
拡
充
を
行
っ

た
う
え
で
適
用
期
間
が
３
年
間
延
長
さ
れ

た
。
こ
の
措
置
を
適
用
す
る
に
は
、
課
税

免
除
等
に
つ
い
て
規
定
す
る
条
例
の
制
定

ま
た
は
改
正
が
必
要
で
あ
る
。

７７　

そ
の
他

　

そ
の
他

国
庫
補
助
の
補
助
率
嵩
上
げ
が
継
続
さ

れ
る
と
と
も
に
、
新
過
疎
法
の
制
定
に
あ

わ
せ
て
国
庫
補
助
事
業
が
充
実
し
て
い
る

（
例
え
ば
、
総
務
省
が
所
管
す
る
過
疎
地

域
持
続
的
発
展
支
援
交
付
金
）。

ま
た
、
過
疎
対
策
の
目
標
や
条
件
不
利

地
域
に
関
す
る
法
律
（
離
島
振
興
法
等
）

の
規
定
を
踏
ま
え
、
市
町
村
か
ら
の
提
案

が
あ
っ
た
と
き
の
規
制
の
見
直
し
の
配
慮

な
ど
、
配
慮
規
定
が
充
実
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
過
疎
対
策
の
実
施
体
制
の
強

化
の
た
め
、
主
務
大
臣
が
追
加
さ
れ
た
。

８８　

お
わ
り
に

　

お
わ
り
に

本
稿
で
は
紙
面
の
都
合
で
詳
細
に
つ
い

て
紹
介
で
き
な
か
っ
た
が
、新
過
疎
法
は
、

各
党
各
会
派
に
お
け
る
長
期
間
の
検
討
、

真
摯
な
議
論
を
経
て
全
会
一
致
で
成
立
し

た
。
新
過
疎
法
が
各
党
各
会
派
の
国
会
議

員
の
ご
労
苦
の
賜
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

総
務
省
と
し
て
は
、
過
疎
町
村
の
持
続

的
発
展
に
向
け
た
取
組
を
全
力
で
支
援
さ

せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
あ
る
。

（
担
当
者
）

総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ

�

過
疎
対
策
室　

仁
木
係
長
、
古
屋
事

務
官
、
玉
橋
事
務
官
、
小
林
事
務
官
、

市
川
事
務
官

（
連
絡
先
）

０
３
（
５
２
５
３
）
５５

３
６

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

政　策

5　2021年（令和 3年） 5月24日 第3160号

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用
いただける専用ページです。

  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要にな
ります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ
済み（平成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせ
は、全国町村会広報部（kouhou@zck.or.jp）まで
お願いいたします。

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員のみなさんの情報収集の利便
性を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。
　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁などの政策情報を随時ご提供しているほか、
全国の町村の先進的な取り組み事例をはじめ、各種統計資料など様々なデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ
れからも充実をはかっていきたいと考えています。ご覧になったご感想・ご意見を、下記のメール

アドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/
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町 村 週 報（第三種郵便物認可）

フォーラム

現地レポート 町村独自のまちづくり

１　

那
賀
町
の
概
要

那
賀
町
は
、
平
成
17
年
３
月
１
日
、
丹
生

谷
地
域
と
呼
ば
れ
る
徳
島
県
那
賀
郡
の
五
町

村
（
鷲
敷
町
、
相
生
町
、
上
那
賀
町
、
木
沢

村
、木
頭
村
）
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

徳
島
県
の
南
部
に
位
置
し
、
北
西
部
に
は
標

高
１
、
０
０
０
ｍ
以
上
の
四
国
山
地
、
南
部

に
は
海
部
山
脈
な
ど
が
そ
び
え
、
一
級
河
川

の
那
賀
川
が
町
域
の
ほ
ぼ
中
央
を
西
か
ら
東

に
貫
流
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
可
住
地
は
那

賀
川
の
沿
川
と
そ
の
支
流
の
谷
合
に
点
在
し

て
い
る
の
み
で
、
ほ
と
ん
ど
が
急
峻
な
山
地

で
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

面
積
は
６
９
、
４
８
６
ha
と
県
内
で
二
番

目
に
広
い
面
積
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
約

95
％
が
森
林
で
、
そ
の
森
林
面
積
の
約
78
％

が
人
工
林
で
す
。

こ
の
よ
う
に
那
賀
町
は
、
森
林
資
源
に
恵

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
く
よ
り
杉
を
主

体
と
し
た
林
業
が
盛
ん
で
あ
り
、「
木
頭
杉
」

の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
良
質
な
木
材
を
供
給
し
て

き
た
那
賀
川
上
流
域
一
帯
は
「
木
頭
林
業
地

帯
」
と
し
て
２
５
０
年
に
わ
た
る
林
業
生
産

の
歴
史
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
切
り

出
さ
れ
た
良
質
な
木
材
は
、
那
賀
川
下
流
か

ら
京
阪
神
地
域
等
に
運
ば
れ
、
木
材
消
費
の

需
要
を
支
え
る
一
大
産
地
と
し
て
活
況
を
呈

し
て
い
ま
し
た
。

２　
過
疎
化
と
林
業
の
衰
退

那
賀
町
の
人
口
は
、
昭
和
55
年
の
１
４
、

３
６
０
人
に
対
し
、
平
成
27
年
時
点
で
８
、

３
４
３
人
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
15

歳
以
上
の
人
口
比
率
を
み
る
と
、
65
歳
以
上

の
人
口
比
率
が
平
成
に
入
っ
て
急
激
に
増
加

し
、
平
成
27
年
時
点
で
生
産
年
齢
人
口
（
15

歳
～
64
歳
）
を
上
回
り
ま
し
た
。

ま
た
、
人
口
減
少
と
と
も
に
林
業
就
業
者

数
も
昭
和
55
年
の
８
６
０
人
に
対
し
、
平
成

17
年
で
は
、
１
３
９
人
ま
で
減
少
し
、
そ
れ

▲

那
賀
町
の
山
林
風
景

現地レポート 町村独自のまちづくり

徳島県

那賀町

2021年（令和 3年） 5月24日　6第3160号

林
業
の
再
生
へ
向
け
て

林
業
の
再
生
へ
向
け
て

那な

賀か

町ち
ょ
う

徳
島
県
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町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

フォーラム

現地レポート 町村独自のまちづくりに
比
例
し
木
材
生
産
量
も
昭
和
55
年
当
時
は

１
５
２
、
２
５
０
㎥
で
あ
っ
た
が
平
成
17
年

に
は
、
５
０
、
８
１
９
㎥
ま
で
減
少
し
、
基

幹
産
業
で
あ
っ
た
林
業
の
衰
退
が
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

３　

�

林
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
る

目
標
の
数
値
化

平
成
17
年
頃
よ
り
徳
島
県
の
林
業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
に

よ
る
森
林
作
業
道
を
活
用
し
た
搬
出
間
伐
が

推
奨
さ
れ
、
町
で
も
林
業
事
業
体
で
の
高
性

能
林
業
機
械
の
導
入
が
進
み
、
平
成
22
年
に

は
、
土
木
業
者
11
社
が
組
合
員
と
な
っ
た
協

同
組
合
も
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
私
有
林

の
多
い
本
町
は
、
森
林
所
有
者
の
世
代
交
代

も
進
み
、
森
林
管
理
の
相
談
先
が
分
か
ら
な

い
、
ま
た
、
林
業
事
業
体
も
世
代
交
代
し
た

森
林
所
有
者
の
探
索
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
森
林
整
備
が
進
ま
ず
未
整
備
の
森

林
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
23
年
に
町
内
の
森

林
所
有
者
を
は
じ
め
、
林
業
事
業
体
、
町
議

会
、
徳
島
県
、
林
業
公
社
、
森
林
組
合
そ
し

て
町
で
組
織
す
る
「
那
賀
町
林
業
活
性
化
推

進
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、
林
業
の
課
題
解

決
に
向
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
意
見
を

交
わ
し
、
10
年
後
の
目
標
と
し
て
木
材
の
素

材
生
産
量
を
年
間
20
万
㎥
と
し
、
そ
れ
に
携

わ
る
林
業
従
事
者
を
２
５
０
人
確
保
す
る
こ

と
を
重
点
目
標
と
し
た
「
那
賀
町
林
業
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
目

標
は
、単
純
に
１
㎥
の
木
材
生
産
に
お
い
て
、

仮
に
１
万
円
の
経
済
効
果
が
あ
る
と
す
る

と
、
計
画
当
初
の
素
材
生
産
量
が
約
５
万
㎥

で
す
か
ら
、
換
算
す
る
と
５
億
円
と
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
を
20
万
㎥
ま
で
増
や
す
こ
と
で

20
億
円
と
な
り
、
15
億
円
の
経
済
効
果
が
生

ま
れ
、
木
材
加
工
な
ど
影
響
す
る
産
業
を
含

め
る
と
莫
大
な
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
と
い

う
も
の
で
し
た
。

計
画
策
定
当
時
は
、
か
な
り
非
常
識
な
大

き
な
目
標
と
も
思
い
ま
し
た
が
、
目
標
は
大

き
な
方
が
や
り
甲
斐
が
あ
る
と
い
う
意
見
も

あ
り
、
こ
の
重
点
目
標
が
設
定
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

４　
町
が
森
林
管
理
を
受
託
！

そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
実

行
計
画
）
の
中
で
、
所
有
・
管
理
・

施
業
を
分
離
し
、
森
林
所
有
者
と
林

業
事
業
体
を
繋
ぐ
役
割
を
果
た
す
新

た
な
機
関
を
組
織
し
、
森
林
所
有
者

の
山
林
所
得
の
向
上
や
町
内
林
業
事

業
体
の
経
営
の
安
定
化
に
よ
り
、
新

規
林
業
事
業
体
の
創
出
を
促
し
、
再

び
林
業
を
町
の
基
幹
産
業
と
す
る
こ

と
で
、
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
重
点
目
標
を
達
成
す
る
た
め

の
中
心
的
役
割
を
担
う
組
織
と
し

て
、
町
の
林
業
振
興
課
に
外
部
か
ら

森
林
整
備
に
精
通
す
る
森
林
組
合
と

林
業
公
社
の
職
員
を
招
き
入
れ
、「
森

林
管
理
受
託
セ
ン
タ
ー
準
備
室
」（
後
に
森

林
管
理
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
改
名
）
を
設

置
し
、運
営
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

発
足
当
時
の
職
員
数
は
12
名
で
、
そ
の
内
訳

は
、
役
場
職
員
２
名
、
森
林
組
合
職
員
６
名
、

林
業
公
社
職
員
４
名
の
構
成
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
業
務
分
担
と
し
て
は
、
役
場
職

員
が
補
助
及
び
予
算
・
決
算
事
務
を
森
林
組

合
職
員
が
森
林
境
界
明
確
化
事
業
と
搬
出
間

伐
事
業
事
務
を
林
業
公
社
職
員
が
森
林
作
業

道
や
林
業
に
関
す
る
実
態
調
査
等
の
事
務
を

受
け
持
つ
こ
と
と
し
、
森
林
施
業
等
の
事
業

を
執
行
す
る
た
め
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
役

▲那賀町林業マスタープラン重点目標

項　目 平成22年度 平成26年度 平成32年度

林業雇用者数 １３９人 １８０人 ２５０人

素材生産量 ５０千㎥ １１０千㎥ ２００千㎥

▲協議会の様子

7　2021年（令和 3年） 5月24日 第3160号
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町 村 週 報（第三種郵便物認可）

フォーラム

場
の
一
般
会
計
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。事

業
の
進
め
方
と
し
て
は
、
森
林
境
界
明

確
化
事
業
で
私
有
林
の
森
林
境
界
を
明
ら
か

に
し
、
森
林
所
有
者
と
町
に
よ
る
森
林
経
営

管
理
受
託
契
約
に
よ
り
、
森
林
経
営
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
森
林
作
業
道
開

設
事
業
や
搬
出
間
伐
事
業
を
外
部
発
注
し
、

森
林
整
備
を
進
め
ま
し
た
。

今
振
り
返
っ
て
み
て
も
、
町
が
森
林
所
有

者
か
ら
森
林
管
理
を
受
託
し
て
間
伐
等
の
施

業
を
行
う
こ
と
は
、
町
に
と
っ
て
も
経
験
の

な
い
未
知
の
業
務
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か

で
、
不
安
と
難
解
な
問
題
が
山
積
し
た
毎
日

だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
事
業
実
施

設
計
書
の
手
法
や
各
種
様
式
の
作
成
、
森
林

調
査
や
測
量
、
事
業
精
算
方
法
等
の
数
多
く

の
難
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
関
係
団
体
の
協

力
を
得
て
、
一
つ
一
つ
問
題
を
ク
リ
ア
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

５　
担
う
役
割
を
見
直
し

こ
の
よ
う
に
問
題
と
不
安
を
抱
え
な
が
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
森
林
管
理
受
託
事
業
は
、
平

成
28
年
度
ま
で
に
森
林
境
界
明
確
化
の
事
業

面
積
６
、
６
８
４
ha
、
森
林
作
業
道
開
設
延

長
４
３
、
３
７
８
ｍ
、
搬
出
間
伐
事
業
３
０

５
ha
（
搬
出
総
材
積
２
９
、
３
８
２
㎥
）
を

実
施
し
ま
し
た
。　
　

こ
の
よ
う
な
中
、
町
内
の
森
林
は
高
林
齢

化
が
進
み
、
50
年
生
を
超
え
る
森
林
が
大
半

を
占
め
、
主
伐
・
植
栽
・
保
育
で
森
林
再
生

を
行
う
、
本
来
の
林
業
サ
イ
ク
ル
を
取
り
戻

す
た
め
の
整
備
方
針
も
打
ち
出
さ
れ
、
町
で

行
っ
て
い
た
間
伐
を
中
心
と
し
た
森
林
管
理

受
託
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
を
も
っ
て

森
林
組
合
へ
移
行
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
課
題
は
尚
も
山
積
し
て
お

り
、
地
籍
調
査
が
進
ん
で
い
な
い
森
林
は
、

所
有
境
界
の
不
明
箇
所
も
多
く
、
施
業
へ
と

繋
ぐ
た
め
の
森
林
境
界
明
確
化
事
業
や
木
材

生
産
量
拡
大
へ
向
け
た
新
た
な
生
産
シ
ス
テ

ム
の
検
証
、
次
世
代
の
林
業
を
担
う
後
継
者

▲

那
賀
町
林
業
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

▲林業ビジネスセンター内の木育広場

2021年（令和 3年） 5月24日　8第3160号
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フォーラム

の
確
保
や
育
成
等
に
つ
い
て
の
取
組
に
重
点

を
置
く
こ
と
と
な
り
、
平
成
27
年
度
よ
り
町

職
員
を
中
心
と
し
た
「
森
林
管
理
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
と
組
織
名
称
を
変
更
し
、
こ
れ

ら
の
課
題
解
決
に
向
け
た
新
た
な
取
組
を
始

め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
取
組
の
中
で
、
特
に
林
業
の
担
い
手

確
保
は
深
刻
な
問
題
と
し
て
浮
か
び
上
が

り
、
林
業
事
業
体
の
若
手
職
員
で
結
成
さ
れ

た
「
山
武
者
」
の
協
力
を
得
て
、
町
内
外
か

ら
林
業
に
興
味
を
持
つ
参
加
者
を
募
り
、
３

日
間
を
通
し
て
高
性
能
林
業
機
械
を
使
っ
た

林
業
体
験
会
や
、
移
住
・
就
業
相
談
会
を
行

う
「
林
業
体
感
３
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
」
を
継
続
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
29
年
度
に
は
、
拠
点
と
な
る

「
林
業
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
新
築
し
、

町
の
林
業
振
興
課
（
森
林
管
理
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
）
や
森
林
組
合
、
徳
島
森
林
づ
く
り

推
進
機
構
（
旧
徳
島
県
林
業
公
社
）
な
ど
の

林
業
関
係
団
体
を
こ
の
施
設
に
集
約
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
同
年
度
に
実
施
し
た
木
育
ス

タ
ー
ト
宣
言
に
よ
り
、
木
育
広
場
を
設
置
す

る
な
ど
の
施
設
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

６　
経
験
を
活
か
し
た
さ
ら
な
る
飛
躍

令
和
元
年
度
か
ら
は
、
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
森
林
環
境
譲
与
税
に
よ
り
低
炭
素
社
会
の

実
現
に
向
け
制
度
化
さ
れ
た
森
林
経
営
管
理

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
が
主

体
と
な
っ
て
森
林
所
有
者
（
私
有
林
）
の
意

向
を
聞
き
、
未
整
備
森
林
に
つ
い
て
町
が
計

画
的
に
間
伐
等
に
よ
り
森
林
整
備
を
進
め
る

制
度
で
す
。
こ
の
制
度
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
前
段
で
述
べ
た
私
有
林
の
森
林
管
理
を

受
託
し
て
い
た
経
験
が
た
い
へ
ん
役
立
っ
た

と
思
い
ま
す
。

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
「
那
賀
町
林

業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
る
ま
で

の
町
の
取
組
は
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
林
業
現
場

に
深
く
関
与
す
る
機
会
は
少
な
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。「
林
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

の
策
定
に
よ
り
、
深
い
視
点
で
林
業
の
本
質

的
な
課
題
を
直
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
引
き
続
き
森
林
・
林
業
を
よ
り
身

近
に
感
じ
、
森
林
所
有
者
、
林
業
事
業
体
、

そ
し
て
そ
こ
で
働
く
林
業
に
従
事
し
て
い
る

方
々
等
、
林
業
と
い
う
産
業
に
関
わ
る
す
べ

て
の
人
が
、
将
来
に
向
け
夢
と
希
望
を
持
て

る
よ
う
、
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
幼

少
期
か
ら
の
木
育
に
始
ま
り
、
森
林
や
木
を

よ
り
身
近
に
感
じ
て
森
林
環
境
を
保
全
し
つ

つ
、
那
賀
町
に
あ
る
再
生
可
能
な
森
林
資
源

を
フ
ル
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性

化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
林
業
の
振
興
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　
　
　

�

林
業
振
興
課

新
茶

そ
の
年
の
新
芽
を
摘
ん
で
製
造
し
た
茶

を
指
す
。
5
月
初
め
の
八
十
八
夜
の
頃
に

摘
み
、
初
夏
の
市
場
に
売
り
出
さ
れ
、
走
り

茶
と
も
い
う
。
新
鮮
な
香
気
が
あ
り
、
爽
や

か
な
初
夏
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ろ
や
か
な
味
が

す
る
。

茶
は
、
平
安
時
代
の
遣
唐
使
に
よ
っ
て
日

本
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
茶
の
普
及
に
努
め
た

の
は
、
鎌
倉
時
代
に
宋
に
留
学
し
た
臨
済
宗

の
開
祖
、
栄
西
。
茶
の
種
を
持
ち
帰
り
、
京

都
・
栂
尾
の
高
山
寺
に
植
え
た
の
が
最
初
と

い
わ
れ
る
。
室
町
時
代
に
な
る
と
茶
の
湯
が

盛
ん
に
な
る
が
、
一
般
庶
民
が
茶
を
飲
む
よ

う
に
な
っ
た
の
は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か

ら
だ
。

茶
に
は
、
殺
菌
作
用
や
気
持
ち
を
リ
ラ
ッ

ク
ス
さ
せ
る
成
分
が
含
ま
れ
、
さ
ま
ざ
ま
効

用
が
あ
る
。
た
ま
に
は
、
急
須
で
丁
寧
に
入

れ
た
茶
を
ゆ
っ
く
り
飲
ん
で
み
て
は
。

こ
ど
も
の
日

端
午
の
節
句
の
5
月
5
日
が
「
こ
ど
も
の

日
」
と
し
て
国
民
の
祝
日
に
制
定
さ
れ
た
の

は
、
１
９
４
８
年
だ
っ
た
。
子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
と
幸
福
を
願
う
日
と
い
う
こ
と

で
、条
文
に
は
「
こ
ど
も
の
人
格
を
重
ん
じ
、

こ
ど
も
の
幸
福
を
は
か
る
」
と
あ
る
。
こ
い

の
ぼ
り
を
上
げ
、柏
餅
や
チ
マ
キ
を
食
べ
て
、

子
ど
も
の
成
長
を
祈
る
日
と
し
た
い
。

し
か
し
、
少
子
化
で
子
ど
も
の
数
が
減
っ

て
い
る
の
に
、
児
童
虐
待
の
相
談
件
数
は
増

加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
全
国
の
児
童

相
談
所
が
２
０
１
９
年
度
に
対
応
し
た
虐
待

の
相
談
件
数
は
、
過
去
最
多
の
19
万
３
７
０

０
件
に
上
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
ス
ト
レ

ス
や
経
済
的
困
窮
へ
の
不
安
か
ら
、
虐
待
が

さ
ら
に
深
刻
化
し
な
い
か
心
配
だ
。
地
域

全
体
で
子
ど
も
を
見
守
る
意
識
を
共
有
し

た
い
。

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
登

場
ま
で
、
看
護
の
仕
事
は
社
会
的
に
確
立
し

て
い
な
か
っ
た
。
１
８
２
０
年
5
月
12
日
、

イ
ギ
リ
ス
の
裕
福
な
家
庭
に
生
ま
れ
た
ナ
イ

チ
ン
ゲ
ー
ル
が
、
看
護
の
道
を
志
し
た
の
は

30
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
。
１
８
５
３
年
の
ク
リ

ミ
ア
戦
争
で
、
イ
ギ
リ
ス
軍
傷
病
兵
の
悲
惨

な
状
況
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
看
護
師
と
し
て

従
軍
を
決
意
。傷
病
兵
の
世
話
だ
け
で
な
く
、

病
院
の
衛
生
状
態
の
改
善
を
図
り
、
死
亡
者

数
を
激
減
さ
せ
た
。

１
８
６
０
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
看
護
学
校
を

創
設
し
、
看
護
教
育
の
体
系
を
確
立
。
や
が

て
世
界
に
広
ま
り
、
看
護
師
は
独
立
し
た
専

門
職
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

5
月
12
日
は
「
看
護
の
日
」。
感
染
症
治

療
の
最
前
線
に
立
つ
看
護
師
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、そ
の
負
担
を
減
ら
す
必
要
が
あ
る
。

季
節
に
拾
う
・
新
歳
時
記
（

季
節
に
拾
う
・
新
歳
時
記
（
55
月
）
月
）

小
　
牧
　
規
　
子

小
　
牧
　
規
　
子
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
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ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、東ブロック（北海道・東北・関東）からピックアップ。

千葉県横芝光町

 埼玉県ときがわ町

青森県藤崎町
特産品だけじゃない！

文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　「
ふ
じ
丸
く
ん
」
と
「
ジ
ャ
ン
坊
く
ん
」
は
、

藤
崎
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

誕
生
し
ま
し
た
。“
キ
ュ
ー
ト
な
羽
の
り
ん
ご

ち
ゃ
ん
”
が
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
「
ふ
じ
丸
く

ん
」
は
、
世
界
一
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
、
り
ん
ご

「
ふ
じ
」
発
祥
の
地
で
あ
る
藤
崎
町
を
P
R
す

る
た
め
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
一
方
、「
ジ
ャ
ン

坊
く
ん
」
は
、
町
の
名
物
で
も
あ
る
高
さ
2
m

に
も
な
る
日
本
一
の
「
ジ
ャ
ン
ボ
お
に
ぎ
り
」

を
モ
チ
ー
フ
に
、
食
の
魅
力
を
P
R
す
る
た

め
に
生
ま
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
は
、“
ど
っ
し
り
構
え
る
お
に
ぎ
り
く

ん
”
で
す
。
6
月
下
旬
に
開
催
す
る
「
ふ
じ

ワ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
」
や
11
月
下
旬
の
「
ふ
じ

さ
き
秋
ま
つ
り
」
に
は
、
揃
っ
て
参
加
し
、
藤

崎
町
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。
時
に
は
町

外
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
張
し
、
町
の
P
R
活

動
に
一
生
懸
命
な
「
ふ
じ
丸
く
ん
」
と
「
ジ
ャ

ン
坊
く
ん
」
で
す
。

　
2
0
1
2
年
に
、
と
き
が
わ
町
の
魅
力
を

P
R
す
る
た
め
、
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
し
、

1
4
1
点
も
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
誕
生
し

た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。「
ド
ー
ム
く
ん
」
は
、
堂

平
天
文
台
「
星
と
緑
の
創
造
セ
ン
タ
ー
」
の

ド
ー
ム
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
て
、
同
年
11

月
開
催
の
「
と
き
が
わ
ま
つ
り
」
で
お
披
露

目
さ
れ
ま
し
た
。
実
は
こ
の
公
募
か
ら
は
、
町

内
の
施
設
を
象
徴
す
る
10
体
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
の
里
た

ま
が
わ
の
「
の
ラ
ビ
た
ん
」、
木
の
む
ら
物
産

館
の「
と
き
の
こ
ち
ゃ
ん
」、建
具
会
館
の「
し
ょ

う
じ
く
ん
」、
大
野
特
産
物
販
売
所
の
「
大
野

く
ん
」、
い
こ
い
の
里
大
附
の
「
み
か
ん
ち
ゃ

ん
」、
や
す
ら
ぎ
の
家
の
「
や
す
ら
ぎ
さ
ん
」、

く
ぬ
ぎ
む
ら
体
験
交
流
館
の
「
ひ
も
か
わ
さ

ん
」、
木
の
む
ら
キ
ャ
ン
プ
場
の
「
ウ
ッ
ド
マ

ン
」、都
幾
川
四
季
彩
館
の
「
三
波
君
」
と
い
っ

た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
い
て
、「
ド
ー
ム
く
ん
」

と
一
緒
に
町
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
2
年
、
横
芝
光
町
で
は
、
町
の
さ

ら
な
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
、
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
公
募
を
実
施

し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
の
応
募
作
品
3
0
3

点
か
ら
選
定
委
員
会
に
よ
る
厳
正
な
審
査
で

6
点
に
絞
り
、
町
の
中
学
3
年
生
の
投
票
に

よ
り
選
ば
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に
、
翌
年
愛
称
募

集
に
寄
せ
ら
れ
た
案
か
ら
決
定
し
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
「
よ
こ
ぴ
ー
」
で
す
。
町
特
産
品

の
「
ト
マ
ト
」
の
体
に
、
町
を
象
徴
す
る

九
十
九
里
浜
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
チ
ョ
ッ
キ
を

着
て
お
り
、
帽
子
に
は
町
の
木
「
梅
」
と
町

の
ブ
ラ
ン
ド
品
「
ひ
か
り
ね
ぎ
」
が
飾
ら
れ
て

い
ま
す
。
お
祭
が
大
好
き
な
「
よ
こ
ぴ
ー
」
は
、

「
坂
田
城
跡
天
空
の
梅
ま
つ
り
」
等
、
町
主
催

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
ほ
か
、
町
内
で
開
催

さ
れ
る
駅
伝
大
会
や
成
人
式
等
公
式
行
事
な

ど
に
も
積
極
的
に
出
席
し
て
い
ま
す
。
町
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
に
も
、
い
つ
も
笑
顔

を
絶
や
さ
ず
、
町
の
P
R
活
動
に
励
ん
で
い

る
「
よ
こ
ぴ
ー
」
で
す
。

ともに2012年7月1日（第1回ふじワングランプリ
開催日）生まれ。ふじ丸くんはジャンプが得意で、
友だちをたくさん作ることが夢。ジャン坊くんは
コロッと転がるローリングが得意で、将来藤崎町
長になるという野望を秘めている。周りの赤いツ
ノのようなものはホカホカの湯気。

堂
平
天
文
台
「
星
と
緑
の
創
造
セ
ン
タ
ー
」
の
妖
精
。
趣
味
は
星
空

観
察
で
、
夜
空
に
輝
く
星
や
宇
宙
の
こ
と
が
大
好
き
。
一
晩
中
望
遠

鏡
を
覗
い
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
好
物
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
。

3月27日（合併記念日）生まれ。横芝
光町のことが好きで九十九里の海から
やって来た謎の妖精。年齢・性別は不
詳。いつも元気で人懐っこく、目立ち
たがり屋。趣味は野菜作り、波乗り、
お祭。チャームポイントは大きな目と
真っ赤な体。

ド
ー
ム
く
ん

ド
ー
ム
く
ん

Vol.72
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ブ
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「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
は
、
森
林
空
間
が

生
み
出
す
恵
み
を
活
用
し
た
「
健
康
」「
観
光
」

「
教
育
」
等
に
関
わ
る
サ
ー
ビ
ス
を
、
地
域
内

で
複
合
的
に
生
み
出
す
産
業
で
す
。

人
口
減
少
社
会
や
人
生
一
〇
〇
年
時
代
を
迎

え
る
中
、「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
は
「
林
業

の
成
長
産
業
化
」
と
と
も
に
山
村
地
域
に
雇
用

と
収
入
機
会
を
生
み
出
す
こ
と
で
、山
村
振
興
・

地
方
創
生
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
検
討
委
員
会
で
は
、

「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
の
推
進
に
向
け
、
企

業
の
健
康
経
営
や
従
業
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
・
健
康
づ
く
り
に
貢
献
す
る
た
め
に
求
め

ら
れ
る
エ
ビ
デ
ン
ス
取
得
手
法
等
や
、
地
域
に

お
け
る
推
進
方
策
等
が
整
理
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
う
し
た
取
組
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
山
村
地
域
に
お
い

て
「
関
係
人
口
」
の
創
出
や
、

山
村
の
新
た
な
価
値
の
発
見
に

つ
な
が
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

★�

詳
し
く
は
、
林
野
庁�

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

https://w
w
w
.rinya.

m
aff.go.jp/j/sanson/
kassei/sangyou.htm

l

ⅠⅠ � �『「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産

『「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産

業
」
推
進
地
域
』
登

業
」
推
進
地
域
』
登

録
の
募
集

録
の
募
集

地
域
内
外
の
民
間
事
業
者
等

と
連
携
し
て
、
新
た
な
「
森
林

サ
ー
ビ
ス
産
業
」
の
創
出
を
目

指
す
意
欲
の
あ
る
農
山
村
地
域

を
『「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」

推
進
地
域
』（
以
下
、
推
進
地

域
と
い
う
）
と
し
て
登
録
し
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
「
森
林

サ
ー
ビ
ス
産
業
」
の
創
出
に
関
心
の
あ
る
産
官

学
民
が
参
集
し
て
い
る
「
Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ 

Ｓ

ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
事
務
局
：
林
野

庁
）
の
会
合
等
で
紹
介
す
る
こ
と
で
、
民
間
事

業
者
と
マ
ッ
チ
ン
グ
を
促
進
し
ま
す
。

１　

推
進
地
域
登
録
の
メ
リ
ッ
ト

①
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
等
で
の
紹
介

②「
Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ 

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
会
合
で
の
紹
介
・
マ
ッ
チ
ン
グ

③�「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
の
基
本
的
な
考
え
方

や
先
行
事
例
等
に
つ
い
て
の
研
修
に
参
加

２　

登
録
方
法

⑴
公
募
要
領
・
申
請
様
式

左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。�

http://w
w
w
.green.or.jp/topics/fs2021/

⑵
募
集
期
限
（
予
定
）

【
第
１
弾
登
録
】
令
和
２
年
６
月
中
旬
頃
ま
で

ⅡⅡ � �『
モ
デ
ル
地
域
・
準
モ
デ
ル
地
域
』

『
モ
デ
ル
地
域
・
準
モ
デ
ル
地
域
』�

 
�

 

の
募
集
（
健
康
経
営
分
野
）

の
募
集
（
健
康
経
営
分
野
）

近
年
「
働
き
方
改
革
」
等
に
対
応
す
る
人
々

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
、
心
身
の
健
康

づ
く
り
の
場
と
し
て
森
林
空
間
を
利
用
し
よ
う

と
い
う
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
が
見
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
令
和
２
年
度
に
は
、
企
業
の
健
康

経
営
に
着
目
し
、
よ
り
具
体
的
に
「
森
林
サ
ー

ビ
ス
産
業
」
を
創
出
し
て
い
く
た
め
、『「
森
林

サ
ー
ビ
ス
産
業
」
モ
デ
ル
地
域
等
』
を
公
募
し
、

７
地
域
で
モ
デ
ル
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
今
年
度
も
引
き
続
き
、「
森
林
サ
ー
ビ
ス

産
業
」
の
事
業
ス
キ
ー
ム
の
創
出
に
取
り
組
む

地
域
を
「
モ
デ
ル
地
域
」「
準
モ
デ
ル
地
域
」

と
し
て
選
定
し
、
各
地
域
が
抱
え
る
課
題
解
決

と
、
地
域
に
応
じ
た
モ
デ
ル
手
法
を
開
発
す
る

取
組
を
支
援
し
ま
す
。

１　

募
集
す
る
地
域
と
支
援
内
容

●��

モ
デ
ル
地
域
（
事
業
化
段
階
）
３
団
体
程
度

新
た
な
「
モ
デ
ル
手
法
」
開
発
、「
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
」
開
催
、「
エ
ビ
デ
ン
ス
」
取
得
・
集
積
・

活
用
、「
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
開
催
等
を

支
援
し
ま
す
。（
助
成
額
：
３
団
体
総
額
で
４

５
０
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
）

●�

準
モ
デ
ル
地
域
（
準
備
段
階
）
３
～
５
団
体

地
域
で
の
「
課
題
解
決
型
研
修
会
」
の
開
催

を
支
援
し
ま
す
。（
講
師
の
派
遣
等
、
予
算
の

範
囲
で
実
施
し
ま
す
）

な
お
、
モ
デ
ル
地
域
、
準
モ
デ
ル
地
域
に
は
、

共
通
で
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修
」
を

実
施
し
ま
す
。	

＊�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

の
状
況
に
よ
り
、
開
催
時
期
の
変
更
や
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
開
催
等
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

＊�

モ
デ
ル
地
域
・
準
モ
デ
ル
地
域
へ
の
応
募
に

は
、
推
進
地
域
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

２　

支
援
対
象
期
間

令
和
４
年
２
月
末
ま
で

３　

申
請
方
法

⑴
公
募
要
領
・
申
請
様
式

「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
モ
デ
ル
地
域
等
（
健

康
経
営
分
野
）
創
出
支
援
事
業　

特
設
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。http://w

w
w
.green.

or.jp/topics/fs2021/

⑵
募
集
期
限
（
予
定
）

令
和
３
年
６
月
中
旬
頃
ま
で

◇
問
合
せ
先

　

�

公
益
社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進
機
構　

�
�

政
策
企
画
部

　

電
話　

０
３

－

３
２
６
２

－

３
８
８
３　

　

E-m
ail　

foreststyle@
green.or.jp

「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
推
進
地
域
及
び

「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
推
進
地
域
及
び

「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」モ
デ
ル
地
域
等
を
募
集
し
ま
す
！

「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」モ
デ
ル
地
域
等
を
募
集
し
ま
す
！

募
集
期
限
（
予
定
）
：
令
和

募
集
期
限
（
予
定
）
：
令
和
３３
年年
６６
月
中
旬
頃
ま
で

月
中
旬
頃
ま
で
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随　想

町 村 週 報（第三種郵便物認可）第3160号

我
が
ま
ち
上
郡
は
、
兵
庫
県
最
西
端
に

位
置
し
、自
然
豊
か
な
居
住
環
境
の
中
で
、

Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
・
智
頭
線
の
鉄
道
駅
や
東

西
に
国
道
２
号
線
、
南
北
に
国
道
３
７
３

号
線
、
ま
た
山
陽
道
と
中
国
道
を
結
ぶ
播

磨
道
な
ど
交
通
基
盤
が
整
っ
た
都
市
部
へ

の
通
勤
・
通
学
も
で
き
る
住
み
や
す
い
町

で
す
。
気
候
も
温
暖
で
、
名
水
百
選
に
選

ば
れ
た
清
流
千
種
川
が
町
の
中
央
を
流

れ
、「
豊
か
な
自
然
」
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝

ド
ラ
『
ま
ん
ぷ
く
』
で
は
疎
開
し
て
き
た

主
人
公
一
家
を
温
か
く
迎
え
入
れ
た
「
人

に
や
さ
し
い
」
町
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
わ
ず
か
な
手
勢
で
新
田
義
貞
率

い
る
大
軍
を
白
旗
城
で
50
日
あ
ま
り
に
わ

た
り
く
い
止
め
、
室
町
幕
府
の
樹
立
に
大

き
く
貢
献
し
た
赤
松
円
心
、
陸
軍
奉
行
と

し
て
戊
辰
戦
争
を
戦
い
五
稜
郭
で
敗
れ
、

投
獄
さ
れ
た
後
、
明
治
政
府
に
登
用
さ
れ

数
々
の
功
績
を
残
し
た
大
鳥
圭
介
男
爵
を

輩
出
し
た
町
で
も
あ
り
ま
す
。

本
町
は
、
昭
和
30
年
に
上
郡
町
、
高
田

村
、
鞍
居
村
、
赤
松
村
、
船
坂
村
の
１
町

４
村
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
、
最
盛
期
に

は
２
万
人
弱
を
数
え
た
人
口
も
、
現
在
は

１
万
５
千
人
を
割
る
な
ど
、
人
口
減
少
は

予
想
以
上
に
進
ん
で
い
ま
す
。

私
自
身
、
平
成
25
年
７
月
に
町
政
の
重

責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
７
年
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
長
年
の
懸

案
で
あ
っ
た
主
要
生
活
道
路
の
拡
幅
事

業
、
行
政
運
営
の
効
率
化
と
防
災
機
能
の

強
化
を
目
的
と
し
た
本
庁
舎
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
事

業
や
子
育
て
環
境
の
充
実
に
向
け
た
町
立

認
定
子
ど
も
園
整
備
事
業
な
ど
の
必
要
な

大
型
事
業
に
財
政
健
全
化
を
意
識
し
な
が

ら
取
り
組
ん
だ
結
果
、
一
定
の
財
政
改
善

が
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
自
負
し
て
お
り

ま
す
。

町
内
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
が
進

展
す
る
中
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
農
村

づ
く
り
を
進
め
る
地
区
の
ほ
か
、
地
縁
団

体
を
母
体
に
農
事
組
合
法
人
や
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
組
織
の
設
立
・
運
営

な
ど
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
自

助
・
共
助
の
仕
組
み
づ
く
り
や
活
動
も

徐
々
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
２
月
に
は
、
相
互
の
人
的
・

知
的
資
源
及
び
研
究
成
果
等
の
交
流
と
活

用
を
図
る
こ
と
に
よ
る
地
域
社
会
の
課
題

解
決
と
発
展
、
人
材
育
成
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
に
地
元
高
校
と
連
携
協
定
を
締
結

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
地
元
高
校
と
の
連
携

強
化
に
よ
り
、
高
校
生
の
柔
軟
な
発
想
力

や
行
動
力
を
将
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
し
、
未
来
の
活
力
を
創
造
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
各
地
域
に
あ
る
町
立
公
民
館
を

地
域
の
拠
点
と
し
て
、
地
域
の
老
若
男
女

が
気
軽
に
集
え
る
場
と
す
る
ほ
か
、
地
域

課
題
の
解
決
を
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
に
発
展
さ

せ
、
雇
用
機
会
の
創
出
と
地
域
内
循
環
の

仕
組
み
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。観

光
面
で
は
、
４
月
は
上
郡
地
区
の
さ

く
ら
フ
ェ
ス
タ
、
５
月
は
岩
木
地
区
の
圭

介
ま
つ
り
、
７
月
は
川
の
都
・
か
み
ご
お

り
川
ま
つ
り
、
11
月
は
商
工
会
ま
つ
り
に

赤
松
地
区
の
白
旗
城
ま
つ
り
な
ど
町
内
各

地
で
に
ぎ
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

加
え
て
、
全
長
32
㎞
に
お
よ
ぶ
山
歩
き

の
本
格
的
コ
ー
ス
「
上
郡
ア
ル
プ
ス
」
を

は
じ
め
、
西
播
磨
地
域
サ
イ
ク
リ
ン
グ
モ

デ
ル
ル
ー
ト
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

千
種
川
周
遊
コ
ー
ス
の
ほ
か
、
２
つ
の
ダ

ム
湖
を
周
遊
す
る
コ
ー
ス
に
多
く
の
愛
好

家
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、円
心
居
城
の
国
指
定
史
跡『
落

ち
な
い
城
・
白
旗
城
』
や
同
じ
く
国
指
定

史
跡
『
古
代
山
陽
道
・
野
磨
駅
家
跡
』、

築
１
、２
０
０
年
を
超
え
る
『
高
嶺
神
社
』

な
ど
大
切
な
歴
史
遺
産
を
地
域
で
守
り
つ

つ
、
そ
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が

避
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
今
、
地
域
活
力
を

活
性
化
・
維
持
す
る
た
め
に
は
、
い
か
に

地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
、
呼
び

込
む
か
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
地

域
の
特
性
を
再
確
認
し
、
そ
の
特
性
を
資

源
と
し
て
活
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
に
応
じ
た
様
々
な
多
様
性
が
共
存
で

き
る
地
域
に
な
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
う
い
う
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、「
住

み
た
い
町
、
ま
た
は
行
き
た
い
町
」
と
し

て
選
ば
れ
る
町
と
な
り
、
そ
の
結
果
と
し

て
出
生
率
の
改
善
や
人
口
減
少
の
抑
制
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
、
本
町
で
は
「
一

人
ひ
と
り
が
な
り
た
い
自
分
に
な
れ
る
暮

ら
し
の
実
現
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

全
国
の
町
村
長
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

コ
ロ
ナ
禍
の
社
会
を
見
据
え
頑
張
っ
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

随  想

　遠
とお

山
やま

　　 寛
ゆたか

兵庫県上
かみ

郡
ごおり

町長　

「住みたい町、
行きたい町」を目指し
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